
深
刻
化
す
る
不
況�

心配な学力低下　保護者の不安への対応は�

議
員

学
校
週
五
日
制
実
施

に
伴
い
学
力
低
下
が
心
配
さ

れ
て
お
り
、
国
は
そ
の
不
安

解
消
と
い
う
観
点
か
ら
土
曜

日
の
補
習
を
一
定
の
条
件
の

下
に
認
め
て
い
る
と
聞
く
。

本
市
で
は
、
学
力
低
下
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
ど
の
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

教
育
長

教
育
委
員
会
に
対

し
て
学
力
低
下
に
関
す
る
保

護
者
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
学
校
は

年
度
始
め
の
懇
親
会
、
家
庭

訪
問
に
お
い
て
、
移
行
期
を

経
て
教
育
課
程
が
変
わ
る
こ

と
を
説
明
す
る
中
で
学
力
低

下
の
不
安
に
対
し
て
も
答
え

て
い
る
。
こ
の
一
学
期
末
に

は
保
護
者
の
声
を
掌
握
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

土
曜
日
の
補
習
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

教
育
長

補
習
を
正
規
の
授

業
以
外
の
特
別
な
授
業
と
し

て
と
ら
え
る
と
、
学
校
週
五

日
制
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
単

な
る
知
識
習
得
で
は
な
く
、

自
ら
学
び
の
場
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
工
夫
し
て
進
め
る
こ

と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
今
後
研
究
し
た
い
。

議
員

学
校
の
教
室
開
放
は

学
校
長
の
判
断
に
任
さ
れ
て

い
る
が
、
週
五
日
制
実
施
に

伴
い
教
育
委
員
会
と
学
校
が

連
携
す
る
体
制
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
で
は

施
設
開
放
を
進
め
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
が
、
学
校
の
自

立
・
自
主
性
を
高
め
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
学
校
長
の
考
え
を
尊

重
し
た
い
。
開
放
の
基
本
的

事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
要

綱
等
を
検
討
す
る
中
で
整
理

し
て
い
き
た
い
。

議
員

開
放
を
進
め
る
過
渡

期
の
措
置
と
し
て
地
区
公
民

館
の
夜
間
等
と
同
様
に
管
理

委
託
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

現
在
、
各
学
校
の

施
設
、
管
理
上
の
問
題
、
ま

た
、
地
域
や
子
供
た
ち
の
ニ

ー
ズ
等
を
考
慮
し
、
学
校
施

設
の
開
放
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。
施
設
の
管
理

委
託
も
含
め
て
今
後
、
具
体

的
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
対
策
事
業
と
し
て
本
年

五
月
、
小
学
校
二
八
校
に
配

置
さ
れ
た
学
習
支
援
補
助
員

に
つ
い
て
、
応
募
の
状
況
と

選
考
基
準
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

教
育
長

本
事
業
は
国
の
事

業
で
あ
り
、
性
別
、
年
齢
、

資
格
を
問
わ
ず
広
く
募
集
し

た
。
二
八
人
の
枠
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
経
験
者

七
五
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

な
お
、
主
な
応
募
条
件
と
し

て
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で

あ
る
こ
と
、
明
朗
快
活
で
指

導
・
教
育
へ
の
情
熱
が
あ
る

こ
と
、
失
業
し
て
い
て
求
職

中
で
あ
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

派
遣
期
間
は
六
か
月

だ
が
、
最
低
一
年
は
腰
を
落

ち
着
け
て
勤
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
が
見
解
は
。

教
育
長

任
期
に
つ
い
て
は

雇
用
の
関
係
で
六
か
月
単
位

と
な
っ
て
い
る
が
、
応
募
時

点
で
一
年
を
と
い
う
話
を
し

て
い
る
。

議
員

不
況
が
深
刻
化
す
る

中
、
家
庭
の
経
済
的
困
窮
か

ら
給
食
費
等
に
つ
い
て
就
学

援
助
を
受
け
る
小
中
学
生
が

県
内
で
急
増
し
て
い
る
と
聞

く
。
本
市
で
は
、
ど
の
く
ら

い
の
受
給
者
が
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長

平
成
十
三

年
五
月
一
日
現
在
、
児
童
生

徒
二
万
一
八
七
九
人
の
内
一

三
三
三
人
、
約
六
・
〇
九
％

が
受
給
し
て
い
る
。

議
員

受
給
を
認
め
る
基
準

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

学
校
か
ら

提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
に
基

づ
き
、
申
請
理
由
、
世
帯
の

収
入
、
学
校
長
の
所
見
等
を

総
合
的
に
検
討
し
認
定
し
て

い
る
。

議
員

就
学
援
助
制
度
を
保

護
者
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

広
報
紙
へ

の
掲
載
と
と
も
に
、
小
学
校

新
一
年
生
の
入
学
時
に
学
校

を
通
じ
て
保
護
者
全
員
に
制

度
の
お
知
ら
せ
を
配
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
在
校
生
に
つ

い
て
も
就
学
援
助
が
必
要
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
児
童
生

徒
ま
た
は
そ
の
保
護
者
に
対

し
て
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を

配
付
し
て
い
る
。

議
員

修
学
旅
行
の
就
学
援

助
の
場
合
、
事
後
支
給
と
な

っ
て
い
る
。
費
用
は
積
み
立

て
を
し
て
い
る
と
思
う
が
、

援
助
対
象
世
帯
で
は
そ
の
積

み
立
て
も
大
変
な
場
合
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
事
後
支

給
は
改
善
で
き
な
い
の
か
。

学
校
教
育
部
長

国
の
要
綱

に
準
じ
た
本
市
の
就
学
援
助

費
給
付
要
綱
で
、
援
助
費
は

実
費
と
規
定
し
て
い
る
た
め

事
後
支
給
と
し
て
い
る
。
事

情
に
よ
り
修
学
旅
行
費
を
積

み
立
て
で
き
な
い
場
合
は
、

事
前
に
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
る
。
今
後
、
援
助
対

象
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
経

済
的
な
負
担
を
極
力
避
け
、

積
み
立
て
を
し
な
く
て
も
済

む
よ
う
に
学
校
と
協
議
し
た

い
。

就
学
援
助
制
度
の
運
用
聞
く

学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校週週週週週週週週週週週週週週週週５５５５５５５５５５５５５５５５日日日日日日日日日日日日日日日日制制制制制制制制制制制制制制制制完完完完完完完完完完完完完完完完全全全全全全全全全全全全全全全全実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施

土土曜曜日日補補習習のの在在りり方方尋尋ねねるる

学
校
施
設
の
開
放

今
後
の
方
針
は

議議案案等等のの審審議議結結果果

請請願願のの審審査査結結果果

梅
雨
が
明
け

暑
さ
が
厳
し
い

毎
日
で
す
が
、

市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う

か
。
学
校
が
夏
休
み
に
入
り

三
五
年
ぶ
り
に
開
設
さ
れ
た

海
水
浴
場
も
大
い
に
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

六
月
定
例
会
で
も
湘
南
市

構
想
の
質
疑
が
多
く
あ
り
、

広
報
ひ
ら
つ
か
を
活
用
し
た

定
期
的
な
情
報
提
供
も
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
議
会
内
に

湘
南
市
検
討
会
を
設
け
研
究

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
平
塚
を
考
え
る

上
で
の
重
要
課
題
で
あ
る
た

め
、
十
分
に
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

紙
面
の
関
係
か
ら
議
論
さ

れ
た
内
容
の
一
部
を
要
約
し

た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご

愛
読
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

小
泉
由
紀
雄

金
子
修
一

小
泉
春
雄

細
野
忠
彰

瀬
下

浩

前
田

晃

議

長

佐
藤

宏

副
議
長

奥
山
晴
治

☆

事
務
担
当
は
、
議
会
事

務
局
議
事
課
調
査
担
当
、
電

話
二
三
―
一
一
一
一
（
内
線

二
三
六
七
）
で
す
。

四
月
二
十

七
日
発
行
第

一
三
三
号
一
ペ
ー
ジ
「
公
益

法
人
等
へ
の
市
職
員
派
遣

新
た
に
条
例
を
制
定
」
の
記

事
で
、
文
中
「
全
員
異
議
な

く
」
は
誤
り
で
、
正
し
く
は

「
賛
成
多
数
に
よ
り
」
可
決

し
た
も
の
で
す
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正

議 決 状 況

－
原案可決

〃

〃

〃

同 意
原案可決

〃
－
－
－
－
－

－

－
原案可決

－
賛成多数

全員賛成

〃

〃

〃
〃

〃
－
－
－
－
－

－

－
全員賛成

－
１４．５．１６

〃

〃

〃

〃
〃

〃
－
－
－
－
－

－

－
１４．６．２４

提 出 日

１４．５．１６
〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃
１４．６．３
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

件 名

専決処分の報告について
専決処分の承認について〔平成１３年度平塚
市一般会計補正予算〕
専決処分の承認について〔平成１３年度平塚
市競輪事業特別会計補正予算〕
専決処分の承認について〔平成１３度平塚市
介護保険事業特別会計補正予算〕
工事請負契約の締結について〔（仮称）平
塚市リサイクルプラザ建設工事〕
固定資産評価員の選任について
平塚市議会政務調査費の交付に関する条例
の一部を改正する条例
平塚市議会会議規則の一部を改正する条例
継続費の逓次繰越しの報告について
繰越明許費の繰越しの報告について
財団法人平塚市開発公社の経営状況について
平塚市土地開発公社の経営状況について
財団法人平塚市生きがい事業団の経営状況
について
財団法人平塚市スポーツ振興財団の経営状
況について
財団法人平塚市文化財団の経営状況について
平塚市一般職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例

番 号

報告第３号
議案第３４号

〃 第３５号

〃 第３６号

〃 第３７号

〃 第３８号
会議案第３号

〃 第４号
報告第４号
〃 第５号
〃 第６号
〃 第７号
〃 第８号

〃 第９号

〃 第１０号
議案第３９号

議 決 状 況

原案可決
〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

賛成多数
〃

全員賛成

〃

賛成多数

〃

全員賛成
賛成多数

〃
全員賛成

〃

〃

〃

〃

１４．６．２４
〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

提 出 日

１４．６．３
〃
〃

〃

〃

〃

〃
〃

１４．６．１４
１４．６．２４

〃

〃

〃

〃

件 名

平塚市営住宅条例の一部を改正する条例
平塚漁港管理条例の一部を改正する条例
工事請負契約の締結について〔土屋公民館
新築工事（建築）〕
工事請負契約の締結について〔金目小学校
校舎改修工事（建築）〕
委託契約の締結について〔真田・北金目地
区における公共下水道施設の設置事業〕
委託契約の締結について〔真田地区におけ
る公共下水道施設の設置事業〕
平成１４年度平塚市一般会計補正予算
平成１４年度平塚市競輪事業特別会計補正予
算
平成１４年度平塚市一般会計補正予算
国民の健康と食の安全性を確保するための
法整備などを求める意見書
学級規模の縮小・弾力化、３０人以下学級な
どの実現を求める意見書
現行義務教育費国庫負担制度堅持に関する
意見書
ゆたかな教育を実現するための教育予算の
増額を求める意見書
有事関連三法案の慎重審議を求める意見書

番 号

議案第４０号
〃 第４１号
〃 第４２号

〃 第４３号

〃 第４４号

〃 第４５号

〃 第４６号
〃 第４７号

〃 第４８号
会議案第５号

〃 第６号

〃 第７号

〃 第８号

〃 第９号

議 決 状 況

採 択

不 採 択
〃
〃

〃
〃

採 択

〃

〃

１４．６．２４

〃
〃
〃

〃
〃
〃

〃

〃

提 出 日

１４．６．３

１４．６．３
１４．６．７
１４．６．１１

〃
〃
〃

〃

〃

件 名

「国民の健康、食品の安全性を確保」するための
「食品安全新法」制定と新行政組織設置、食品衛
生法抜本改正のための意見書の提出を求める請願
有事法制に関する請願
有事法制に関する請願
有事三法案（武力攻撃事態法、改正自衛隊法、改
正安全保障会議設置法）の撤回を国に求める請願
有事法制に反対する意見書の提出を求める請願
メディア三法案に反対する意見書の提出を求める請願
個に応じた教育を実現するための学級規模の縮小
・弾力化、３０人以下学級実現を求める請願
平成１５年度の義務教育費国庫負担制度の存続を求
める請願
ゆたかな教育を実現するため、平成１５年度の教育
予算増額を求める請願

番 号

１４年請願第３号

〃 第４号
〃 第５号
〃 第６号

〃 第７号
〃 第８号
〃 第９号

〃 第１０号

〃 第１１号

第 ��� 号

横内マイタウンスクールでの和太鼓教室

ひらつか議会だより

学学
習習
支支
援援
補補
助助
員員

小
学
校
に
２８
人
を
配
置

編 集 後 記

平成��年（２００２年）�月�日（�）
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